

授業名称：ラップアップ
ティーチングノート
（Ｇ空間事業者向け）
概要：

今回のプログラム全体を振り返り，授業内容に関する評価を行うと同時に，プログラム終了後の業務や日常生活への活用方法等をとりまとめる。

学習目標：

とりまとめでは、

①文章だけでは検討や伝達が不正確な場合の地理空間情報の活用を理解する

②既存の地理空間情報に対する理解や，必要に応じて新たな地理空間情報作成について理解する

③空間情報の整備・流通・提供に関する行政の役割を理解する

④政策立案、課題解決の社会技術の道具としての使い方を理解する

⑤これからの業務の中での活かし方を身に付ける

受講対象：

測量業、地図調製業、システム開発関連業等において、地方公共団体におけるGIS導入・有効活用を効果的に支援できることを目指す者。
(1) GIS、測量、SE、技術士等、専門的な技術知識を有するが、政策動向や法制度等の知見を今後強化しようとする技術系の若手～中堅社員
(2) 自治体との窓口を担う営業担当の社員
等
ティーチングノート：

とりまとめでは、まずグループディスカッションを行い、これまで各自の得たものを確認する。

その後、グループごとに発表する。

その後、必要に応じてページ２からページ５を選択して説明する。
ページ2　サブタイトル：地理空間情報流通の方向
◆このページのポイント
· 流通拡大の方向を説明する。
◆説明手順

· 最初に、流通検討の場を設ける。
· 次いで、流通拡大の場で検討する内容を説明する。
· さらに、内部だけではなく、外部と連携する重要性を説明する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

ページ3　サブタイトル：システム化の課題
◆このページのポイント

· 集中と分散、共通空間データの縮尺の違いを示し、それぞれのメリットデメリットを示し、地理空間データの理解を深める。
· 正解はなく、自治体の置かれた状況に応じて判断しなければならない。

· このような判断について相談する仕組みを考えるべき。
◆説明手順

· 図の従い、上記の順に説明
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

· 特になし。
ページ4　サブタイトル： 地理空間データの発注方式
◆このページのポイント

· 部局の発注と共通の発注に関するメリットとデメリットを理解させる。
· 自治体の置かれた状況に応じて手順を追って進めることを理解させる。
◆説明手順

· 図に従い説明。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

· 特になし。
ページ5　サブタイトル：人材育成とコンサルテーション
◆このページのポイント

· 人材育成とコンサルテーションとは異なる。
· 人材育成は、人事ローテーションを前提とした体系的な教育。
· 当面の課題を解決するのは、コンサルテーション。
◆説明手順

· スライドに示した順に説明する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

· 特になし。
ページ6　サブタイトル：とりまとめ
◆このページのポイント

· 講義のとりまとめとして、空間情報の性質（コミュニケーション）の理解、空間情報の作成と加工、調整の重要性、今後の活用についてとりまとめる
· 各自治体が、今後人材育成を進めるに際して、それぞれの地元の大学と連携して進めることの可能性。
◆説明手順

· 上記ポイントを順次説明。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

· 特になし。
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